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教育学研究科副研究科長・教育学部副学部長

－「わかる」「できる」「使える」確かな算数の学習を目指して－
算数の学びをデザインする新しい教科書

１．小学校新学習指導要領の基本方針

平成 20年３月に改訂告示された小学校

学習指導要領の算数科の改善の基本方針

は，次のようにまとめられます。

○小・中・高等学校を通じて，発達段階

に応じ，算数的活動・数学的活動を一

層充実させ，基礎的・基本的な知識・

技能を確実に身に付け，数学的な思考

力・表現力等を育て，学ぶ意欲を高め

るようにする。

○算数・数学の内容の系統性を重視しつ

つ，学年間や学校段階間で内容の一部

を重複させて，発達や学年の段階に応

じた反復（スパイラル）による教育課

程を編成できるようにする。

○数学的な思考力・表現力を育成するた

めの指導内容や活動を具体的に示すよ

うにする。

○子どもたちが算数・数学を学ぶ意欲を

高めたり，学ぶことの意義や有用性を

実感したりできるようにする。

○算数的活動・数学的活動を生かした指

導を一層充実し，また，言語活動や体

験活動を重視した指導が行われるよう

にする。

２．『小学算数』編集の基本方針

こうした新学習指導要領の算数科の目指

すものを実現するために，平成23年度用

『小学算数』では，次の３つをその編集の

基本方針としました。

①算数的活動の一層の充実を図り，数量

や図形についての基礎的・基本的な知

識及び技能を確実に身につけるととも

に，数学的な思考力，判断力，表現力

をはぐくみ，算数を学ぶことの楽しさ

やよさを実感できるようにする。

②個に応じ，個を生かした学びを通して，

算数の基礎・基本を確実に習得すると

ともに，問題解決の過程に沿った学び

を展開し，算数の基礎・基本を進んで

生活や学習に活用できるようにして，

算数の学び方を身に付け，自立的な探

究につなげられるようにする。

③子どもたちの算数の学びをデザインす

るとともに，子どもたちと創る算数の

学習をデザインできるような教科書に

する。

方針①は，「学習の目標・内容」につい

てのものです。『小学算数』では，従来か

ら基礎的・基本的な内容の徹底を図ること

を大切にしています。新学習指導要領の「算

数的活動を一層充実する」という趣旨を踏

まえて，数学的な思考力や表現力等もこれ

まで以上に算数の基礎的・基本的な内容と

捉え，その育成に重点を置くようにしたり，

算数への学習意欲が喚起・継続されるよう

な場面や構成を工夫したりしました。
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◆ 算数の学びをデザインする新しい教科書 ◆

方針②は，「学習の方法」についてのも

のです。『小学算数』では，従来から「問題

解決型学習」を積極的に取り入れたり，各

単元で「個に応じた学習」ができるように

したりして，基礎的・基本的な内容の定着

を図ることができるように工夫していま

す。新学習指導要領で「習得・活用・探究」

の学習過程や言語活動が重視されているこ

とを踏まえて，問題解決型の学習展開を維

持し，さらに算数の学び方が身に付くよう

に充実・工夫しました。

方針③は，「目指す教科書像」について

のものです。子どもたちの主体的な学びと，

子どもたちと創る算数の学習をデザインで

きるようにするために，算数の学習におけ

る「モデル場面」を教科書でも示唆してい

く必要があると考え，教科書の判型や記述

内容等，その構成を大きく改訂しました。

３．平成 23年度用『小学算数』の特色

こうした基本方針のもとに編集された

『小学算数』の特色を，それが新学習指導

要領の要請にどのように応えているかとい

う観点から，以下に列挙します。

⑴問題解決型学習の充実

●「パーク」「マップ」「ガイド」から構成

される「マナビゲーター」（→ P4 － 5）

を新設し，子どもや指導者が問題解決型

学習をより容易に展開できるように工夫

しています。

●「パーク」（２年以上の上下巻の表２－

P1）は問題解決型学習の方法をまとめ

たページで，具体的な場面・展開を提示

することで，子どもたちがどのように問

題解決型学習を進めていけばよいかがわ

かるようにしています。

●「マップ」（２年以上の上巻末付録）は

切り取り可能な付録になっており，問題

解決型学習の６つの場面－つかむ／見通

す／解決する／発表する／話し合う／ま

とめる－について，子どもたちや指導者

がいつでも確認できるようにしていま

す。

●「ガイド」（２年以上の本文中）は，本

文の流れと「マップ」とをリンクする６

種類のアイコンと，側注からなります。

側注には，「見通し」「○○さんの発表」「話

し合い」「？（ハテナ）」「ためしてみよう」

「もう一度考えよう」の６種類を設けて，

学習内容や場面に即した具体的な支援例

を提示しています。

⑵基礎・基本の確実な定着

●各単元に「次の学習のために」を設け，

当該単元を学習するのに必要なもとにな

る考え方や知識・技能を確認できるよう

にしています。

●各単元末の「たしカメぽいんと」では，

知識・技能だけでなく，考え方も含めて，

その単元で学習した内容を振り返ること

ができるような問題設定にしています。

●「復習」を２～３単元ごとに設けるよう

に充実させ，忘却防止に努め，基礎・基

本の確実な定着・維持を図るようにして

います。

●巻末の「計算ワールド」は，一度だけ取

り組める単純な練習問題ではなく，自分

で問題をつくり，何度でも練習できるよ

うな形式にしています。
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⑶個に応じた学習への配慮

●「ガイド」には「もう一度考えよう」と

いう練習問題を設け，毎時間の学習の進

捗状況や家庭学習など，子ども個々の状

況に応じて取り組めるようにしています。

●単元末には，「じっくりチェック」（補充

的な内容）と「ぐっとチャレンジ」（応用・

発展的な内容）で構成された「選んでト

ライ！」を設け，子ども個々の習熟度に

応じた学習ができるようにしています。

⑷思考力・表現力・判断力等の育成及び言

語活動の充実

●問題解決型学習が行いやすいように構成

を充実させ，解決・発表・話し合いなど

の言語活動と関連の深い活動に取り組み

やすくなるようにしています。

●各学年の２～３単元の特定単元では，発

表の仕方や話し合いの観点を具体的に例

示しています。

●「マップ」の裏側には「算数ノートをつ

くろう」を掲載し，ノートに結果だけで

なく，どのように考えたかその過程も書

く習慣が身に付くように工夫しています。

●本文中の直後の練習に「どうしてがいえ

るかな」を設け，理由や方法を説明させ

る問題を掲載しています。

●式から算数のお話や問題をつくる，問題

からどのような計算になるかを考える，

式や問題場面を図に表すなど，言葉，数，

式，図などの関連を図る準単元や問題等

を設定しています。

⑸学習意欲の向上や学習習慣の確立

●「単元アプローチ」（単元導入）「いち・に・

算活」（算数的活動）「なるほど算数」（算

数の話題・コラム）などを通して，これ

から学びはじめる単元の内容について意

識したり，算数を身近に感じたりするこ

とによって，学習意欲を喚起し，学習意

欲が高まるようにしています。

●「次の学習のために」「もう一度考えよう」

「復習」など，算数の学習を継続・維持

させるためにページ数（問題量）を充実

させ，算数の学習習慣が身に付くように

しています。

⑹算数的活動の例示

●算数的活動については，「いち・に・算活」

（→ P10 － 11），問題解決型学習におけ

るアイコン表記や「ガイド」への記述，「単

元アプローチ」での作業的な活動など，

できるだけ多くの具体的な事例を掲載し

ています。

⑺活用に関する問題への対応

●３年以上の各巻末に「活用」を設定し，

学習内容を横断的に考え活用する場面を

設けています。

●３年以上の学年末には「いかす算数」を

設け，全国学力・学習状況調査「活用に

関する問題」に対応する問題を用意して

います。

⑻その他の特色

●規範意識の基礎の形成や美しいものに感

動する心の形成などにつながるよう，道

徳教育との関連に配慮しています。

●和算などを取り上げ，伝統や文化を尊重

する態度の育成に配慮しています。

●３年以上ではＩＣＴへの対応に配慮し，

６年下巻では中学校数学への接続にも配

慮しています。

■ －「わかる」「できる」「使える」確かな算数の学習を目指して－ ■
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算数教科書における

思考力・表現力を高める 3つの柱
̶ マナビゲーターの新設 ̶

『小学算数』編集委員会

１．「わかる」「できる」「使える」教科書

平成 23年度用『小学算数』は，「わかる」

「できる」「使える」確かな算数の学習を目

指しました。では，「わかる」「できる」「使

える」教科書とは具体的にどんな教科書に

なったのか？　『小学算数』では，解決型

学習を通して，思考・表現などにかかわる

活動の充実を図るために，以下に述べる「マ
ナビゲーター」を新たに設けました。

２．マナビゲーターとは

マナビゲーターは「パーク」「マップ」「ガ

イド」の３つから構成され，２年以上の教

科書に設けられています。

◆パーク … 表紙をめくると目に飛び込ん

でくるのがパークです（下図は３年下巻の

パーク）。パークでは，後述のマップの使

い方と解決型学習の具体的な展開について

詳しく紹介しています。算数の考え方にふ

れ，親しむことからパークと名づけました。

パークの特徴は，実際の学習内容をもと

に，どのようにして算数の問題を解決して

いくかを具体的に示していることです。マ

ンガ風に展開し，発表する者，それを受け

て意見を話す者，考え方を話し合うグルー

プが登場し，すべてが子どもにとって臨場

感のある内容となっています。

「自分もこうすれば，算数を楽しく学ぶこ

とができる」──子どもがこのような思い

を抱き，算数の学習に対する関心や意欲を

高めることができます。

◆マップ … 各学年の上巻末に付録として

ついているのがマップです（下図は６年の

マ ッ プ ）。

解 決 型 学

習 の ６ つ

の場面で，

子 ど も が

「いま何を

考 え れ ば

よいか」を

想 起 さ せ

る た め の

「思考の地

図」となることからマップと名づけました。

マップでは，解決型学習の６つの場面を

示すアイコンについて，その場面ではどの

ようなことに注意して学習すればよいかを

アドバイスしています。
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■ 思考力・表現力を高める３つの柱 ■

マップは切り離すことができ，後述のガ

イドのアイコンと対応しているため，学習

途中でも「今は『解決する』のアイコンの

ところ」といった示唆をすれば，教科書の

本文とマップを対応させることで，子ども

に思考の筋道を示すことができます。

また，マップの裏には「算数ノートをつ

くろう」というノートづくりの例ものって

います（下図は６年）。

◆ガイド … 教科書の本文は，ＡＢ判で横

長になった紙面を生かした構成にしました

（下図は４年上巻のガイド）。

アイコン

側注

ガイドは，ページの左側におかれるアイ

コンと，右側の帯状の部分にある側注から

構成されます。

アイコンは，マップでも紹介したように，

教科書における解決型学習の６つの場面を

示すもので，自分が今どんな学習をしてい

るかを表しています。

側注では，問題を考えるための見通しや

発表，話し合いの具体例，子どもがわかっ

たつもりになっていることを改めて問い直

す「？」，自ら解決した考え方を試してみ

る「ためしてみよう」，理解や定着をさら

に深めるための「もう一度考えよう」を設

けました。

特に，表現力を育成するために，図・式

などを使ってかくことだけでなく，発表の

具体例を示し，「まず」「次に」「最後に」

など，発表する際に重要となる「つなぎの

言葉」を強調し，自分の考えをきちんと説

明できることを重視しました。

また，解決型学習を進める上での大切な

見通しの例については，全単元教科書の側

注に挿入することで，「だれもが自分で解

決できる算数の学習」を目指しました。

３．最後に

解決型学習において，子どもの中に「今

何をやればいいのかわからない」という

“遭難者 ” が現れては，「わかる」「できる」

「使える」教科書とはいえません。

パークで解決型学習に親しみ，ガイドが

つねにつきそい，明瞭なマップを携えるこ

とで，すべての子どもが算数の問題を自分

で解決するという “ 登山 ” を楽しむことが

できるようになることを願っています。
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実践　－解決型学習－

台形の面積の求め方を説明しよう（5年「図形の面積」）
大阪教育大学附属天王寺小学校　教諭 康 貴 利

１．解決型学習について

新学習指導要領においては，算数科の目

標で，新たに「表現する能力」という文言

が加えられました。また，算数的活動の項

目では「言葉，数，式，図を用いたりして

考え説明する活動」という記述が目立ちま

す。このような表現する能力を育てるには，

単なる知識注入型の指導では限界があり，

子ども一人ひとりが主体的に解決型学習に

取り組むことができるような学習の進め方

を今後とも推進していくことが重要です。

解決型学習とは，「マップ」（→ P4－5）

に明示されているような一連の学習過程で

学習を進めることです。①問題の意味をつ

かみ，②解決のための見通しをたて，③筋

道立てて自力解決し，④解決したことをわ

かりやすく発表し，⑤発表について話し合

い，⑥わかったことをまとめる──このよう

な学習を繰り返すことで，自分の考えをわ

かりやすくノートに表したり，発表したりす

るといった「表現する能力」が育つのでは

ないでしょうか。

２．本授業のねらい

本授業は，第５学年「図形の面積」の単

元における，台形の面積の求め方を考える

学習です。

単に台形の面積を求める公式を覚えて，

面積を求めるのではなく，今までに学習し

てきたこと（平行四辺形や三角形の面積の

求め方）を活用して，工夫して面積の求め

方を考えることが大切になります。また，そ

の過程で解決方法を，図や式や言葉等を用

いて表したり，発表したりすることを大事に

していきたいと考えました。

1㎝

1㎝

３．授業の実際

まず，提示用の台形をブラックボックス

から出しますが，いきなり全体を見せずに，

「どんな図形が入っているのかな。」と言い

ながら，角の一部を見せたり辺だけを見せ

たりして，学習する図形について興味・関

心を高めるようにしました。そして，「台

形の面積を求めるだけではなく，なぜそう

なるのかわかりやすく説明しましょう。」

と投げかけ「台形の面積の求め方を説明し

よう」という課題をつかませます。

次に，解決のための見通しをもたせる

ことにしました。平行四辺形や三角形の面

積を求める学習を想起させて，「それでは

台形ではどんな方法で求められるかな。一

言で書いてみましょう。」と発問しました。

子どもたちは「三角形に変える」「平行四

辺形に変える」「台形をもう１つつけたす」
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「台形を切って移す」「台形を２つに分ける」

という見通しをたてることができました。

ここで，見通しをたてにくい子どもには，

教科書の「ガイド」（→ P5）にある「平行

四辺形や三角形のときと同じようにできる

かな。」という記述を示すことで見通しを

たてさせるようにしました。

そして，筋道立てて解決するのですが，

「面積の求め方を，まず，次に，といった

言葉を使って順序立てて書いていきましょ

う。また，図に補助線や矢印を入れたり，

途中の式をかいたりすると，もっとわかりや

すい説明になりますよ。」と投げかけました。

ここで，説明する言葉をどう書いてよい

かわからない子どもには，「ガイド」にあ

る説明を参考にさせました。また，わかり

やすい補助線や矢印については「マップ」

にあるノート例が参考になります。

「ガイド」の発表例や「マップ」のノー

ト例は非常に洗練されているので，個別指

導の際には大変有効です。自分の考えを記

述するのが苦手な子どもには，まず例を

参考に真似てみさせることが必要となるで

しょう。

さらに，自分の考えを発表し，話し合う

わけですが，ここでも「ガイド」の発表例

や「パーク」（→ P4）にある発表例が参考

になります。特に，「パーク」の「話し合

いのポイント」は，話し合う視点が整理さ

れているので，指導者がこの中から適切な

ものを選択して発問することもできます。

授業では「簡単に解決できるのはどれか

な。」「平行四辺形や三角形の面積を考えた

ときと似た考えや方法はあったかな。」と

発問しました。後者は，まとめへとつなげ

るものです。

最後に，話し合いから，平行四辺形や三

角形の面積を考えたときに用いた方法を使

うと，台形の面積を求めることができるこ

とをまとめました。

４．おわりに

解決型学習を積み重ねていくと，子ども

の「表現する能力」は少しずつですが，育っ

ていくのがわかります。そのために，教科

書にある考え方や発表，ノートの記述の例

がフルに活用できると感じました。

■ 台形の面積の求め方を説明しよう ■

（
ガ
イ
ド
の
説
明
の
例
）

（
マ
ッ
プ
の
ノ
ー
ト
の
例
）

（
話
し
合
い
の
ポ
イ
ン
ト
）



8

算数的活動を通して考える「いち・に・算活」

１. 算数的活動のさらなる充実

ご存知の通り，算数科の新しい学習指導

要領においては，各学年の指導内容の記述

に続いて，その学年に期待される算数的活

動の具体例が示されるようになりました。

算数的活動のさらなる充実を図るために

は，授業実践への具体化を支持するような

教科書の記述が求められています。

単元の導入段階において，算数的活動を

通して，既習を生かしながら，新しい知識・

技能を獲得していくことに加えて，獲得し

た知識・技能をいろいろな生活や学習場面

に活用していく学習を，単元末においても

充実させていくために，平成 23年度用『小

学算数』では，多くの単元の終盤に「いち・

に・算活」（以下， で示す）とい

うページを設けることにしました。

「全国学力・学習状況調査」のいわゆる

Ｂ問題（主として「活用」に関わる問題）

に連なるものとしては，「活用」というペー

ジを設けて特色ある授業づくりを期待して

いるところですが，これはトピックス的な

取扱いであり，各単元において算数的活動

を充実させていくためには， を

活用して，子どもの学びを積み上げていく

ことが大切だと考えています。

２． に期待するもの

これまでの教科書においても，「活動を

通して考える」学習は， マークで示し

て具体化を図ってきました。例えば，現行

の教科書 4年下巻の「角と角度」では，「身

の回りのいろいろな角度をはかってみま

しょう」という問題とともに，「階段の手

すり」「すべり台」「公民館のスロープ」の

角度をはかる子どもたちの写真や絵を載せ

ています。

しかしながら，この算数的活動のさらな

る具体化を示唆する教師用指導書を参照す

るなどして，この授業を綿密に計画してい

かなければならず，この作業は，教科書を

利用される先生方の裁量に委ねられている

部分が少なくなかったと思われます。

上に示しているのは，平成 23 年度用

『小学算数』4年上巻 P48 の です。

飯 田 慎 司福岡教育大学　教授
福岡教育大学附属久留米小学校　校長
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巻末添付の紙製分度器を使って，「糸，お

もり，セロハンテープ」を準備して「かた

むき分度器」を作って測定活動に取り組め

るように工夫しています。

単なる「分度器の利用」にとどまらず，

「活動を通して考える」ように は

構成されています。このページからも，次

の２つの点を指摘できます。

①単元内では，平面上の（水平方向の）

角度の測定が中心となっているが，

では，空間内の（垂直方向

の）角度の測定を扱っている点。

②子どもたちの興味・関心に応じて，「い

ろいろな場所の」角度を測定させる

ことを求めている点。　

①は「算数的活動の発展性」を，②は「算

数的活動の創造性」を示唆しているように

思います。「活用」といえば，「利用」すれ

ばよいように聞こえますが，「算数的活動

の発展性・創造性」は，「活動を通して考

える」学習でなければ期待できません。単

なる「利用」ではなく，「活動を通して考

える」という特徴を，いろいろな単元に載

せられている を味わいながら掴

んでいただけたら幸いです。

このような が単元末のどこに

設定されているかについても触れておきた

いと思います。 で単元の中心

課題を確認したあと，

・ による個に応じた学

習を経て， が位置づけられてい

るのです。

３．「日常活用」と「学習活用」

前ページに示している「かたむき分度器」

の事例をはじめ，多くの は，「日

常活用」と呼ばれる観点から「有用性」を

重視して教材化されています。算数科の４

領域の中でも「量と測定」や「数量関係」

の領域に属する単元では，「日常活用」の

観点からの の効果的な実践が期

待できるように思います。

一方，「数と計算」や「図形」領域などでは，

既習を活用したり，次学年以降に学習する

内容への素地的な経験を得たりする，いわ

ゆる「学習活用」の観点からの

のページが数多く見られます。

上に示しているのは，『小学算数』5年

上巻 P22 の です。単元内で「図

形の合同」を学んだ子どもたちが「活動を

通して考える」ことで，6年で学ぶ「対称

な図形」への「発展性」を認識するととも

に，このページの図以外の多様な正答を見

出すことで「創造性」を発揮できるよう工

夫されている点に注目してください。

■ 算数的活動を通して考える「いち・に・算活」 ■
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豊かな算数的活動の実現を目指して
－「いち・に・算活」の設定 －

『小学算数』編集委員会

１．「いち・に・算活」が目指すもの

平成 23年度用『小学算数』は，算数的

活動を重点的に充実させました。特に「い

ち・に・算活」として算数的活動を独立し

て取り上げた箇所が数多くあります。

「いち・に・算活」で取り上げる算数的

活動の多くは，作業的・体験的な活動や，

算数で学習したことを実際の場面で活用す

る活動です。こうした活動は従来から重視

されていましたが，教科書の記述が不十分

な面もありました。

このことを踏まえ，「いち・に・算活」では，

算数的活動に取り組みやすくするために，

できる限り，「どんなテーマで」「どんな手

順で」「どのように表現するか」について

詳しく記載することで，算数的活動の具体

的なイメージを，指導者，子ども双方が持

てることを追求しました（下図の左は４年

上巻 P78，右は５年上巻 P91）。

２．「いち・に・算活」の内容

「いち・に・算活」には，大きく分ける

と，単元途中に行う活動と，単元末に行う

独立した活動の２種類があります。これら

は，単元の学習内容を踏まえ，より活動の

効果が高まる位置に設定されています。今

回，特に充実を図ったのは後者の「いち・に・

算活」です。

（上図の左は２年下巻 P41 で，単元途中にあ

る例，右は４年下巻P90で，単元末にある例）

それでは，「いち・に・算活」で充実さ

せた点について以下に説明します。

Ａ．テーマの例示

テーマの例示は，「何について」（対象・

題材）「何のために」（目的）活動するのか，

ということを意識づけるためのものです。

算数的活動の目的の１つに，算数を実際

の場面と結びつけることがありますが，子

どもたちにとって活動を行う理由は明確で

はありません。例えば，「表やグラフに表

そう」といった活動を行う子どもに「何に

興味がある？」「どんなことを調べる？」「何
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■ 豊かな算数的活動の実現を目指して ■

のために調べる？」「何がわからない？」「何

を伝えたい？」…など，活動の細部を具体

化していくことで，活動への関心・意欲が

芽生え，「算数の考え方を使って調べたり，

表現したりすると，わからなかったものが

わかる」といった，

算数のよさが感じ

られるようになりま

す（右図は３年上

巻 P76）。

Ｂ．手順の指示

理科などの教科

書では実験の手順や注意点が詳しく記載さ

れています。一方，算数の教科書では，「算

数的活動は大切だ」といわれながらも，詳

しい手順や注意事項などをあまり記載して

きませんでした。

このように，教科書が何をすればいい

のかの具体的なイメージを示さなかったの

で，「算数的活動」が，ともすれば，「身の

回りにこんな算数的なものがあるね」とい

う説明だけで終わってしまうことはなかっ

たでしょうか。

「いち・に・算活」では，どのような活

動かを具体的に示すため，活動の手順を詳

しく掲載しました。

（下図の左は４年上巻 P48，右は５年下巻 P112）

　詳しい手順は，子どもたちの算数的活動

をナビゲートし，活動への意欲を高めてい

きます。

Ｃ．表現の例示

表現の例示は，特に統計に関する分野に

おいて重点的に配慮しました（下図は５年

下巻 P86－87）。

算数で学習したことはさまざまな場面で

使われますが，特に統計の内容は他教科の

学習や日常生活との関連も含め重要な要素

となります。

調べたことを，どう整理し，その特徴を

どう読み取り，自分の考えをどう表現する

か。また，他者の考えをどう理解するか。

こうした能力の育成は，まさに，今必要と

されている思考力・表現力・判断力の育成

と密接に関係しています。

３．最後に

このように，「いち・に・算活」では，

算数的活動を通して，算数で学習したこと

が，一層「わかる」「できる」「使える」よ

うな工夫を行いました。

豊かな算数的活動が教室に広がり，子ど

もたちの算数への学習意欲が高まることを

願っています。
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天理大学　教授 上 田 喜 彦

１．敷き詰めと算数 ･数学

図形による平面の敷き詰め（以下，「し

きつめ」）は，算数的活動の素材・題材と

して授業の中でよく取り上げられるものの

ひとつです。まず，しきつめには，どのよ

うな算数 ･数学がかくれているのかを簡単

に見てみましょう。

『小学校学習指導要領解説算数編』では，

しきつめによる学習活動や算数的活動とし

て，主なものとして，次のように示されていま

す（同書に掲載されているページを示した）。

領域等 記述内容等

〔算数的活動〕
(1) エ

正方形，長方形，直角三角形それ
ぞれで平面を敷き詰める活動を通
して，平面の広がりや，一定のき
まりに従って並べることによって
できる模様の美しさについて感じ
ることができるようにすることが
大切である。

（81～82ページ）

正方形，長方
形，直角三角
形をかいた
り，作ったり，
それらで平面
を敷き詰めた
りする活動

〔Ｃ 図形〕
Ｃ (1)

合同な二等辺三角形や正三角形を
敷き詰める活動を通して，これら
の図形でも平面が敷き詰められる
ことを理解し，敷き詰めてできた
図形の中を観察することによっ
て，その中にほかの図形を認める
こと，平面図形の広がりや図形の
美しさを感得したりすることな
ど，図形についての見方や感覚を
豊かにしていくようにする。

（106～107ページ）

二等辺三角
形，正三角形
などの図形

〔算数的活動〕
(1) エ

図形の構成要素及びそれらの位置
関係に着目し，図形についての実
感的な理解を深めること〔中略〕
平行四辺形，ひし形，台形によっ
て平面を敷き詰めることができる
ことを確かめ，敷き詰めた図形の
中にほかの図形を認めたり，平行
線の性質に気付いたりするなど，
図形についての見方や感覚を豊か
にすること

（103ページ）

平行四辺形，
ひし形，台形
で平面を敷き
詰めて，図形
の性質を調べ
る活動

－図形による平面の敷き詰めを例に－
算数的活動を通した授業をつくる

〔算数的活動〕
(1) エ

合同な三角形を敷き詰めたり，分
度器で測ったり，三つの角の部分
を寄せ集めたりするなどの方法が
ある。そこで，それらの方法を活
用して，どんな三角形の三つの角
の大きさの和も 180 °になること
の驚きを感じさせたり，その美し
さを味わわせたりしていくように
する。

（158～159ページ）

三角形の三つ
の角の大きさ
の和が 180 ﾟ
になることを
帰納的に考え，
説明する活動

〔算数的活動〕
(1) ウ

この活動は，縮図や拡大図が日常
生活の中でいろいろと活用されて
いることに着目させ，進んで活用
しようとする態度を育てていくこ
とをねらいとしている。〔中略〕
例えば，〔中略〕身の回りに見ら
れる合同な図形が敷き詰められた
床や壁など模様から縮図や拡大図
を見付けたり〔中略〕対称な図形
については，敷き詰められた図形
や敷き詰められた模様などを通し
て，整った形の美しさとして日常
生活でも見付けることができる。

（175ページ）

身の回りか
ら，縮図や拡
大図，対称な
図形を見付け
る活動

このことから，しきつめによる学習活

動や算数的活動は，それぞれの学年の学習

内容に対応して，「平面が，三角形，四角

形で敷き詰められることを理解する」「敷

き詰めた図形を構成要素などに着目して観

察・考察することから平行線の性質，図形

の内角の和，相似性，対称性などの図形の

性質を発見する」「平面の広がりや図形の

美しさを感じるなど図形の見方や感覚を豊

かにする」ことをねらっていることがわか

ります。

指導にあたっては，同じようなしきつめ

の学習であっても，各学年でそのねらいや

内容が違うことに留意しながら，子どもた

ちが，算数的活動を通して，その学年でね

らっている数学的な事実にふれることがで

きるようにすることが大切です。

実践　－算数的活動－

第
２
学
年

第
３
学
年

第
４
学
年

第
５
学
年

第
６
学
年
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２．具体的な指導例―四角形のしきつめ―

平成 23 年度用『小学算数』４年上巻

P123 では，次のように，しきつめが取り

上げられています。

 

ここでは，平行四辺形や台形，四角形

を敷き詰めてもようを構成することを通し

て，例えば，次のような数学的な事実を見

つけることができます。

①１つの頂点に四角形の４つの角がすべ

て集まっていることから，四角形の内

角の和が 360°であることがわかりま

す。このことは，この図形で平面を敷

き詰めることができる理由でもありま

す。

②図のように同じ方向の対角線をひく

と，平行な直線になります。また，四

角形のしきつめは，２種類の三角形に

よるしきつめであることがわかります

し，いくつかの辺の組が平行になって

いることにも気づくことができます。

③２つの四角形からできる六角形は，点

対称な形で，対称の中心は，共有する

辺の中点になります。また，その六角

形で平面を敷き詰めることができます。

子どもたちと一緒に，この図形にかくれ

ている数学的な事実を具体的な操作活動等

を通して見つけていけば，これ以外にも，

もっとたくさんの数学的な事実が見つかる

でしょう。

このとき大切なことは，指導者が，あら

かじめその活動からどのような数学的な事

実が導かれるかをきちんとおさえているこ

とと，子どもたちの見つけた数学的な事実

（不十分な表現であることが多い）をうま

くとらえて，その上で的確な表現ができる

ように導いていくことでしょう。

このような活動を通して，日常の事象を

数学的に解釈する力や説明する力，表現す

る力などを育むことができるでしょう。

最後に，次のようなおもしろい事実があ

るので紹介しておきます。一度試してみて

はいかがでしょうか。

正四面体の４つの頂点を通る線（直
線や曲線）で切り開いた展開図は，
平面を敷き詰めることができる。

【参考文献】
上垣渉『小学校しきつめの幾何－新しい図形指導－』

（国土社／ 1986 年）
平林一栄『算数指導が楽しくなる小学校教師の数学体験』

（黎明書房／ 1994 年）

■ 算数的活動を通した授業をつくる ■
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算数と道徳教育のつながり
─生活に生きる算数が豊かな心を育てる─

伊 藤 　 孝元大阪市小学校教育研究会　会長
元大阪市立大江小学校　校長

１．算数科に求められる道徳教育

新しい学習指導要領では，道徳教育は「道

徳の時間を要として学校の教育活動全体を

通じて行うもの」であり，算数科も含めた

各教科において，教科の特質に応じて適切

な指導を行うことが要請されています。算

数科もこれを受けて，「第３　指導計画の

作成と内容の取扱い」の中で，道徳教育に

ついて次のように解説しています。

（４）第１章総則の第１の２及び第

３章道徳の第１に示す道徳教育の目標

に基づき，道徳の時間などとの関連を

考慮しながら，第３章道徳の第２に示

す内容について，算数科の特質に応じ

て適切な指導をすること。

もちろん，従来の算数科の学習が道徳教

育を無視して行われていたわけではありま

せん。しかし，指導者が指導に際して，道

徳教育をより意識することが求められるよ

うになったといえるでしょう。

２．『小学算数』と道徳教育とのつながり

道徳教育の内容は，低・中・高学年でそ

れぞれ異なりますが，大きく「自分自身」

「他の人とのかかわり」「自然や崇高なもの

とのかかわり」「集団や社会とのかかわり」

という４つの内容に分けられます。

平成 23年度用『小学算数』では，この

４つの内容とどのように関連が図られてい

るのでしょうか。

Ａ　自分自身

主に低学年を中心に充実を図りました

（下図の左は 2年上巻 P10，右は 3年上巻

P84）。

時刻・時間の学習と生活習慣・態度への

反省を連結し，「規則正しい生活をする」

「自分がやらなければならない勉強や仕事

は，しっかりと行う」内容と関連していま

す。

また，右の例や 6年下巻 P48「サッカー

観戦に行こう」のように，集団や社会との

かかわりに関する内容と密接に連携して取

り上げられている場合もあります。

Ｂ　他の人とのかかわり

今回の改訂のキーワードである思考力・

表現力・判断力を高める学習の根底には，

「礼儀正しく真心をもって接する」「お互い

に信頼し，学び合って友情を深め，男女仲

好く協力し助け合う」という道徳教育の内
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■ 算数と道徳教育のつながり ■

容が密接に関連しています（下図の左は 2

年上巻 P20，右は 6年上巻 P53）。

上の例は，登場キャラクタが自分の考

えやほかの人の発表について意見や感想を

言っている場面です。こうした，自らの意

見を述べ，他者の多様な考え方を尊重し認

め合い，話し合いによってよりよい考え方

や解決方法をつくりあげていくという活動

は，道徳教育との関連をもたらし，また，

もたらされた道徳教育の成果がさらなる思

考力・表現力・判断力の育成につながる場

合もあります。したがって，非常に大切に

したい算数的活動です。

Ｃ　自然や崇高なものとのかかわり

すべての学年で図形の美しさや自然の

大きさなどにふれる機会を設けました（下

図の左は 5 年下巻 P100，右は 6 年上巻

P100）。

左の例は，正多角形の形の美しさにふれ，

「美しいものに感動する心や人間の力を超

えたものに対する畏敬の念をもつ」内容と

関連しています。こうした図形の美しさに

ふれる内容は，6年上巻 P13「身のまわり

にある対称な形を探そう」や他学年で扱う

しきつめの活動などでも子どもたちに味わ

わせることができます。

また，右の例は地球上にある水の量につ

いて考え，「自然の偉大さを知り，自然環

境を大切にする」内容となっています。

Ｄ　集団や社会とのかかわり

主に中学年・高学年で充実を図りました

（下図の左は 4年下巻 P56，右は 5年下巻

P124）。

左の例は，ポスターで食事のマナーや交

通ルールなどにふれており，「約束や社会

のきまりを守り，公徳心をもつ。」という

内容と関連しています。

また，右の例は，和算や算額についてふ

れ，「郷土や我が国の伝統と文化を大切に

し，先人の努力を知り，郷土や国を愛する

心をもつ」内容と関連しています。

さらに，6年下巻 P44「世界のみんなと

手をつなごう」は国際理解・親善への努力

など，さまざまな題材から道徳教育に資す

る内容を取り上げています。

３．最後に

『小学算数』では，十分に吟味・精選さ

れた道徳教育と関連のある内容が盛り込ま

れています。まさに「豊かな心を育む」と

いう新しい学習指導要領の方向性をふまえ

た教科書といえるでしょう。
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教科書における単位の表記について

日本文教出版『小学算数』編集部

ある」と，指導者も子どもたちも思わない

ように注意する必要があります。

　平成 23年に小学 3年以上の学年になる

子どもたちは，それまでの学年で従来の単

位の表記で学習しているため，先生方と同

様か，それ以上に「急に単位の表記が変わっ

た」「以前の表記は誤りなのか」と困惑す

るはずです（これはきっと保護者も同様で

しょう）。

　このため，『小学算数』の子どもの作品

やイラストなどでは，できる限り，従来の

単位の表記を残しています。このように，

教科書にその表記が残ることで，子どもた

ちは以前学習した表記でも誤りではないと

安心し，単位の表記に関して負担を感じな

いでしょう。

　立体の単位の表記は，指導の過程で徐々

に子どもたちに慣れさせていけばよく，「教

科書の表記が変わった」ということを即座

に「従来の表記は誤りである」とするべき

ではありません。

３．おわりに

　単位の表記が併存する形となりますが，

重要なのは「ゆっくりと立体の表記に慣れ

させる」ことです。子どもたちが単位の表

記に不安や負担を覚えないようにしたいも

のです。

１．国際基準の単位表記へ

　平成 21年 3月に告示された「義務教育

諸学校教科用図書検定基準」第 2 章　3

「正確性及び表記・表現」において，計量

単位などの表記に関する基準が示され，そ

の中で国際単位系（ＳＩ）の単位等は原則

としてその表記法に合わせることになりま

した。

　これにより，平成 23年度用『小学算数』

では，単位の表記は従来の斜体（例： ）

ではなく，立体（例： ）となります。

特に，リットルの単

位は，先生方にとっ

ては慣れ親しんだ

ではなく， の表記となります。

　なお，基準では小文字のｌでもよいので

すが，１と混同する恐れがあり，『小学算数』

では大文字のＬを使用しました。

２．『小学算数』における単位の指導について

　慣れ親しんだ単位の表記が変わると聞く

と，先生方も身構えてしまうかもしれま

せん。しかし，「立体の表記」というのは，

ごく単純にいえば，ローマ字指導のアル

ファベットと同じ字体で単位をかく，とい

うことですから，これからの指導について

はそれほど身構えることではありません。

　むしろ，「単位の表記は立体でなければ

誤りである」「従来の単位の表記は誤りで






